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外
国
人
旅
行
者
が
日
本
を
旅
行
す
る
と
き
驚

嘆
す
る
光
景
が
あ
る
。
農
村
の
道
端
に
野
菜
や

果
物
を
山
盛
り
に
し
た
屋
台
が
設
置
さ
れ
、
料

金
も
空
箱
に
投
入
す
る
だ
け
の
無
人
売
店
で
あ

る
。
同
様
に
都
会
で
も
、
人
通
り
の
な
い
夜
間

の
沿
道
に
多
数
の
自
動
販
売
装
置
が
設
置
し
て

あ
る
光
景
は
、
多
額
で
は
な
い
に
し
て
も
、
現

金
が
満
杯
の
金
庫
が
放
置
し
て
あ
る
よ
う
な
状

態
で
、
多
数
の
外
国
の
人
々
に
と
っ
て
自
国
で

は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
状
景
で
あ
る
。

自
動
販
売
装
置
の
う
ち
飲
料
・
食
品
・
煙
草

を
販
売
す
る
装
置
の
設
置
台
数
は
、
二

0
一
六

年
の
数
字
で
、
ア
メ
リ
カ
が
四
五

0
万
台
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
が
三
八

0
万
台
、
日
本
が
二
六

0
万

台
で
あ
る
。
し
か
し
人
口
十
万
人
あ
た
り
に
換

算
し
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
一
三
八

0
台、

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
は
八
五

0
台
で
あ
る
の
に
、
日
本

は
二

0
五
0
台
で
あ
る
か
ら
前
述
の
国
情
を
反

映
し
て
自
動
販
売
装
置
大
国
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
自
動
販
売
装
置

が
対
象
と
す
る
商
品
は
急
速
に
拡
大
し
、
靴
下

や
下
着
な
ど
の
衣
料
、
玩
具
や
携
帯
電
話
な
ど

の
工
業
製
品
な
ど
も
対
象
と
な

っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
も
合
計
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
が
六
九

0
万

自
動
販
売
装
置
の
設
置
大
国

台
、
日
本
が
五

0
0
万
台
に
な
る
。
こ
れ
も
人

口
十
万
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ

が
ニ

ー
0
0台
、
日
本
が
四

0
三
0
台
で
あ
り
、

や
は
り
日
本
は
世
界
最
大
の
自
動
販
売
装
置
が

普
及
し
て
い
る
国
家
で
あ
る
。

し
か
し
残
念
で
あ
る
が
、
自
動
販
売
装
置
は

日
本
で
発
明
さ
れ
た
技
術
で
は
な
い
。
世
界
最

初
の
装
置
は
紀
元
前
三
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト
の
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
生
活
し
て
い
た
学
者
へ
口

ン
が
発
明
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ロ
ン
は
三

角
形
の
面
積
を
計
算
す
る
「
ヘ
ロ
ン
の
公
式
」

を
発
見
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
何
体
か

の
人
形
が
自
動
で
芝
居
を
す
る
装
置
を
発
明
し

た
こ
と
で
も
名
前
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い

る
人
物
で
あ
る
。

そ
の
ヘ
ロ
ン
は
、
硬
貨
を
挿
入
す
る
と
、
そ

の
重
量
で
内
部
の
容
器
が
傾
斜
し
て
蛇
口
か
ら

聖
水
が
流
出
す
る
装
置
を
発
明
し
て
い
た
。
日

本
で
神
社
に
参
拝
す
る
と
き
に
手
水
で
両
手
を

清
潔
に
す
る
の
と
同
様
の
風
習
が
当
時
の
エ
ジ

プ
ト
の
神
殿
に
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
装

置
は
神
殿
の
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
。
紀
元
前
ニ

ー
五
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
が
世
界
の
先
端
に
あ

っ
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。

紀
元
前
三
世
紀
に
発
明
さ
れ
た
装
置
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そ
れ
以
後
も
様
々
な
自
動
販
売
装
置
が
開
発

さ
れ
る
が
、
産
業
革
命
の
盛
期
と
な
っ
た
十
九

世
紀
に
な
る
と
一
気
に
活
発
に
な
る
。
イ
ギ
リ

ス
で
書
物
(
-
八
二
二
）
や
切
手
（
五
七
）
、

ド
イ
ツ
で
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
（
六
七
）
や
菓
子

（六
七
）
、
ア
メ
リ
カ
で
チ
ュ

ー
イ
ン
グ
ガ
ム

（
八
八
）
や
菓
子
（
八
八
）
、
フ
ラ
ン
ス
で
コ
ッ

プ
で
ワ
イ
ン
を
販
売
す
る
装
置
（
九
一
）
、
さ

ら
に
ア
メ
リ
カ
で
絵
葉
書

(
-
九
0
三
）
や
マ

ッ
チ

(
0
三
）
の
自
動
販
売
装
置
が
登
場
す
る
。

こ
れ
は
日
本
が
江
戸
か
ら
明
治
に
移
行
す
る

時
期
で
、
進
取
の
気
性
の
あ
る
俵
谷
高
七
が
切

手
と
葉
書
を
販
売
す
る
「
自
慟
郵
便
切
手
葉
書

賣
下
槻
」
を
一
九
0
四
年
に
発
明
、
一
―
年
に

特
許
を
取
得
し
て
い
る
。
賣
下
機
と
は
政
府
が

十
九
世
紀
に
最
初
の
流
行

そ
れ
以
後
、
様
々
な
装
置
が
発
明
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
ま
で
実
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
最

古
の
装
置
は
一
六

一
五
年
頃
に
イ
ギ
リ
ス
で
製

作
さ
れ
た
煙
草
の
自
動
販
売
装
置
で
あ
る
。
真

鍮
で
製
作
さ
れ
た
角
箱
の
上
部
に
細
長
い
ス

ロ

ッ
ト
が
あ
り
、
そ
こ
に
硬
貨
を
挿
入
す
る
と
自

動
で
解
錠
さ
れ
て
上
蓋
が
解
放
さ
れ
、
内
部
の

煙
草
を
取
出
す
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。
当
時

の
旅
館
や
酒
場
な
ど
で
煙
草
を
販
売
す
る
た
め

に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

発
行
し
た
切
手
や
葉
書
を
国
民
に
販
売
す
る
と

い
う
当
時
の
官
民
の
関
係
を
象
徴
す
る
名
称
で

あ
る
。
こ
の
木
製
の
装
置
は
逓
信
大
臣
で
あ
っ

た
後
藤
新
平
が
購
入
し
、
現
在
で
も
郵
政
博
物

館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
（
図
1
)

明
治
か
ら
大
正
に
移
行
す
る
と
、
さ
ら
に
開

発
は
活
発
に
な
り
、
入
場
券
自
動
発
売
機
（
一

九
ー
ニ
）
、
袋
入
り
菓
子
自
動
販
売
機

（
二
四
）

な
ど
が
開
発
さ
れ
、
か
な
り
普
及
し
た
。
こ
れ

ら
は
機
械
装
置
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
に
な
る
と

電
動
装
置
が
登
場
し
、
最
初
の
電
動
式
入
場
券

自
動
販
売
機

（二
九
）
が
発
明
さ
れ
た
。
し
か

し
、
世
界
大
戦
の
機
運
に
よ
り
鉄
鋼
製
品
製
造

禁
止
の
命
令
が
発
令
さ
れ
、
一
旦
、
開
発
や
製

造
が
中
断
す
る
。

図1自働郵便切手葉書賣下機

図2菓子の自動販売装置（アメリカ ：1952) 

ア
メ
リ
カ
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
も
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
(
-
九
二
七
）
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
（
四

0
)
な
ど
の
自
動
販
売
装
置
が
登
場
し

て
い
た
が
、
戦
後
に
な
る
と

一
気
に
開
花
し
、

硬
貨
両
替
装
濫

（四
六
）
、
ホ
ット
コ
ー

ヒ
—

自
動
販
売
装
置
（
四
七
）
、
自
動
販
売
装
置
で

食
事
を
提
供
す
る
食
堂
列
車

（
五
二
）
、

氷
入

り
清
涼
飲
料
自
動
販
売
装
置
（
五
九
）、
紙
幣

を
硬
貨
に
自
動
交
換
す
る
装
置
（
五
九
）
な
ど

が
次
々
に
登
場
す
る

（図
2
)。

戦
後
に
な
り
映
画
や
音
楽
な
ど
に
よ
り
ア
メ

リ
カ
文
化
が
流
入
し
、
日
本
の
自
動
販
売
装
置

の
発
明
も
活
発
に
な
っ
た
。
ま
ず
新
十
円
硬
貨

戦
後
に
な
り

一
気
に
開
花
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で
鉄
道
切
符
を
購
入
で
き
る
装
置
が
一
九
五
三

年
に
開
発
さ
れ
国
鉄
に
採
用
さ
れ
た
。
当
初
は

厚
紙
の
切
符
（
硬
券
）
だ
け
が
対
象
で
あ
っ
た

が
、
薄
紙
の
切
符
（
軟
券
）
も
処
理
で
き
る
装

置
が
開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
行
先
が
指
定
さ
れ
た

段
階
で
印
字
す
る
自
動
発
券
装
置

（六
0
)
も

登
場
し
た
。

飲
料
分
野
の
元
祖
は
硬
貨
を
挿
入
す
る
と
紙

製
コ
ッ
プ
で
ジ
ュ

ー
ス
が
提
供
さ
れ
る
自
動
販

売
装
置
（
五
七
）
で
あ
る
が
、
世
間
の
話
頼
に

な
っ
た
の
は
装
置
の
上
部
に
設
置
さ
れ
た
透
明

な
ガ
ラ
ス
容
器
の
内
部
で
ジ
ュ

ー
ス
が
噴
水
の

よ
う
に
循
環
す
る
機
械

（六

一）

で
一
気
に
人

気
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
瓶
詰
め
の
コ

カ
コ
ー
ラ
を
販
売
す
る
装
置
が
開
発
さ
れ
、
街

角
で
自
動
販
売
装
置
が
目
立
つ
光
景
が
社
会
に

浸
透
し
は
じ
め
た
。

こ
の
動
向
を
集
成
し
た
の
が
一
九
六
二
年
に

東
京
池
袋
の
西
武
百
貨
店
に
登
場
し
た
「
オ
ー

ト
バ
ー
ラ
ー
」
で
、
両
替
機
械
か
ら
様
々
な
飲

料
の
自
動
販
売
装
置
ま
で
を
勢
揃
い
さ
せ
た
食

堂
は
若
者
の
人
気
と
な
り
、
自
動
販
売
装
置
が

社
会
で
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
そ
し

て
一
九
六
四
年
に
は
日
本
自
販
機
工
業
会
が
設

立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
動
販
売
装
置
が
日
本

標
準
商
品
分
類
に
登
録
さ
れ
、
名
実
と
も
に
社

会
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

図3酸素自動販売装謄

次
々
と
登
場
し
た
装
置

以
後
、
日
本
で
は
高
度
経
済
成
長
を
反
映
し

て
商
品
は
次
々
と
拡
大
し
、
食
品
で
は
酒
類

（一

九
六
九
）
、
内
蔵
の
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す

る
弁
当

（七

＿）、

同
様
に
加
熱
す
る
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー

（七
一

）、

精
米

（七
二
）、

ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム

（七
四
）
な
ど
が
登
場
し
、
食
品
以
外

で
は
雑
誌
（
七

0
)
、
レ
コ
ー
ド
（
七
八
）
を

は
じ
め
新
聞
、
靴
下
、
玩
具
な
ど
も
販
売
さ
れ
、

大
気
汚
染
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
＿
九
六

0
年

代
に
は
酸
素
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
た

（図
3
)。

こ
の
分
野
を
発
展
さ
せ
た
重
要
な
技
術
は
鉄

道
の
切
符
販
売
や
改
札
業
務
を
自
動
に
す
る
装

置
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
一
九
五

0
年
代
か

ら
自
動
発
券
装
置
は
登
場
し
て
い
た
が
、
六
七

年
に
大
阪
の
阪
急
電
鉄
北
千
里
駅
に
自
動
改
札

装
置
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
に
は
国
鉄
が
東
京
と

大
阪
の
管
内
の
主
要
駅
舎
に
百
円
以
下
の
す
べ

て
の
切
符
を
発
券
で
き
る
装
置
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
自
動
改
札
装
置
も
普
及
し
て
い
っ
た

（図
4
)
。

さ
ら
に
追
風
と
な

っ
た
の
が

一
九
六
九
年
末

に
出
現
し
た
銀
行
の
現
金
自
動
支
払
装
置

(C

D
)
の
登
場
で
あ
る
。
七
三
年
に
大
蔵
省
が
店

外
へ
の
設
置
も
認
可
し
た
た
め
に
急
速
に
普
及

し
、
さ
ら
に
七
六
年
に
預
金
と
支
払
の
で
き
る

A

T
M
が
開
発
さ
れ
て
銀
行
の
週
休
二
日
制
度

が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
二

0
0
一
年
に
は

A
T
M
の
み
で
営
業
し
、
店
舗
の
な
い
セ
ブ
ン

図4自動改札装置（水問鉄道）
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順
風
満
帆
の
よ
う
で
あ
る
が
、
二
十
一
世
紀

減
少
し
は
じ
め
た
設
置
台
数

銀
行

（旧
名
ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行
）
ま
で
出

現
し
た

（図
5
)。

さ
ら
に
世
界
を
見
渡
す
と
珍
種
も
登
場
し
て

い
る
。
日
本
で
は
個
人
制
作
の
折
紙
、
食
用
昆

虫
、
印
鑑
、
結
婚
指
輪
な
ど
あ
る
が
、
外
国
で

は
マ
リ
フ
ァ
ナ
や
コ
カ
イ
ン
吸
引
パ
イ
プ

（合

法
地
域
の
み
）、
化
粧
用
品
、
古
書
、
下
殻
、

雨
傘
、
金
塊
、
オ
ー
ト
バ
イ
部
品
を
は
じ
め
、

レ
タ
ス
や
キ
ャ
ビ
ア
、
カ
ニ

（中
国
）
な
ど
生

鮮
食
品
も
販
売
し
て
い
る
。
ど
こ
に
で
も
設
置

し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
常
生
活
に
必

要
な
商
品
を
網
羅
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

9口元鯛行ATM

~-~ ― 

図5セブン銀行

初
期
か
ら
変
化
の
兆
候
が
出
現
し
て
き
た
。
日

本
の
普
及
台
数
は
一
九
六
五
年
の
三
二
万
台
か

ら
八
五
年
の
五
二

0
万
台
ま
で
、
平
均
年
率
一

五
％
で
成
長
し
て
き
た
が
、
以
後
は
横
這
い
に

な
り
、
二

0
0
0年
の
五
六

0
万
台
を
頂
点
に

現
在
で
は
四
一

0
万
台
に
減
少
し
て
い
る

（図

6
)。
飲
料
関
係
の
み
の
売
上
も
最
高
の
二
〇

0
0年
の
二
兆
八

0
0
0億
円
か
ら
最
近
で
は

一
兆
九

0
0
0億
円
と
三
割
の
減
少
で
あ
る
。

最
大
の
要
因
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

増
加
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
統
計
の
存
在
す
る

一
九
八
三
年
に
は
六
三

0
0店
で
あ

っ
た
が
現

在
で
は
五
万
五
六
0
0店
と
九
倍
弱
ま
で
増
加

し
、
大
半
の
店
舗
は
自
動
販
売
装
謹
と
同
様
に

二
十
四
時
間
営
業
し
て
い
る

（図
7
)。
コ
ン
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図6自動販売装囮の推移（日本： 万台）

ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
は
品
揃
え
が
豊
富
で
あ
る

し
安
価
で
も
あ
り
、
最
近
で
は
ク
ー
ポ
ン
な
ど

も
提
供
さ
れ
る
の
で、

自
動
販
売
装
置
の
強
敵

と
な

っ
て

い
る
。

し
か
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
飽
和

状
態
に
な
り

つ
つ
あ
る
し
、
人
手
不
足
に
直
面

し
て
二
十
四
時
間
営
業
も
再
考
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
が
追
風

に
な
る
期
待
も
あ
る
。
三
密
回
避
の
推
奨
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、
接
触
を
回
避
す
る
こ
と
が
予

防
に
効
果
が
あ
る
た
め
、
店
舗
で
買
物
す
る
よ

り
は
無
人
の
装
置
で
簡
単
に
買
物
す
る
ほ
う
が

安
全
と
い
う
意
識
も
あ
り
、
自
動
販
売
装
置
は

再
度
、
復
活
す
る
期
待
も
あ
る。

6
 

゜1984 88 92 96 2000 04 08 12 

図7コンビニエンスストアの推移（日本：万店）

16 20 

-21 -


